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編集後記●小橋弘正 様 　　●益本隆雄 様 　　●西村　茂 様 　　●坂本直子 様
●奥山　進 様 　　●ぽれぽれ家族会 様　　　
　地域の方から沢山の野菜をいだたきました。
　お心遣い誠にありがとうございました。

令和７年５月14日　理事会
令和７年６月７日　評議員会・理事会を開催いたしました。
評議員　就任　正木美恵 様
これからも施設の発展にお力添えのほどよろしくお願いいたします。

11月12日　理事会
11月26日　家族会役員会
12月24日　クリスマスお楽しみ会
１月　　　健康診断
２月　　　第三者委員会
３月４日　春の寿司
３月　　　理事会
３月　　　家族会役員会
変更や中止になることも有り得ますの
でご了承ください。

　秋冷の候、木々の色づきが始まり
自然の移ろいに心が動く季節となり
ました。本誌を通じてぽれぽれの活
動や日々の様子などが少しでも伝わ
れば幸いです。作成にあたり、ご協
力いただきました皆様に心より感謝
申し上げます。

(広報委員　林　光希)

寄付・物品寄付のお礼  （順不同）令和7年1月～10月

理事会・評議員会報告

今後の行事予定
(令和7年11月～令和8年3月)

資金収支計算書

事業活動による収支
収入 206,891,500 
支出 206,114,811 

事業活動資金収支差額 776,689 

施設整備等による収支
収入 1,626,017 
支出 2,930,192 

施設整備等資金収支差額 △ 1,304,175 

その他の活動による収支
収入 5,482,058 
支出 1,641,281 

その他の活動資金収支差額 3,840,777 
当期資金収支差額合計 3,313,291 
前期末支払資金残高 191,150,972 
当期末支払資金残高 194,464,263 

事業活動計算書

サービス活動増減の部
収益 204,942,016 
費用 212,315,801 

サービス活動増減差額 △ 7,373,785  

サービス活動外増減の部
収益 1,949,484 
費用 1,186,070 

サービス活動外増減差額 763,414 
経常増減差額 △ 6,610,371 

特別増減の部
収益 2,054,849 
費用 3 

特別増減差額 2,054,846 
当期活動増減差額 △ 4,555,525 
次期繰越活動増減差額 340,528,932 

貸借対照表
資産の部

流動資産 202,474,726 
固定資産 289,253,218 
基本財産 166,729,768 
その他の固定資産 122,523,450 
資産の部合計 491,727,944 

負債の部
流動負債 12,058,051 
固定負債 11,267,634 
負債の部合計 23,325,685 

純資産の部
基本金 41,112,994
国庫補助金等特別積立金 86,760,333 
次期繰越活動増減差額 340,528,932 
純資産の部合計 468,402,259 

負債及び純資産の部合計 491,727,944 

令和 6年度　苦情受付・解決状況報告

事業所 支援関係 個人の嗜好
について 財産関係 その他 受付合計 解決 保留

和気本場 1 0 0 1 2 2 0
表町 0 0 0 0 0 0 0

令和６年度決算報告 令和6年4月1日～令和7年3月31日（単位：円）
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　乗馬クラブは、主に馬のエサやりやふれあいを中心に
活動をしています。時には玄関先まで馬を引馬し、馬場
まで来ることができない利用者さんとも触れ合います。
今後の活動予定としては、もっと馬と関われるようにブ
ラッシングや馬を洗ったりしていきたいと思っていま
す。乗馬療育を知りたい、馬と触れ合いたいとなどご興
味がある方は、どなたでもボランティア募集しているの
で、一度ぽれぽれにご連絡ください。　

（生活支援員　植月　悠乃）

三宅　一史（１月27日付採用）
利用者の方々が必要とされている支援を見つ
け、叶えられるよう尽力します。

林　　光希（３月１日付採用）
様々な経験の知識を活かしながら、サポートし
ていこうと思います。よろしくお願いします。

藤原　寿恵（３月16日付採用）
春より栄養士として勤務させて頂いてます。栄
養面からのサポートで利用者様の健康維持にお
役に立ちたいと思っています。
安原あすか（４月１日付採用）
4月から入社した安原です。一日一日を利用者
さんと楽しくしていけたら良いなと思っていま
す。頑張ります。
宮本　泰典（７月22日付採用）
未経験で福祉の業界に入りました。仕事に慣れ
てきた現在ですが油断せずに頑張ります。

西田　宏彰（９月８日付採用)
この度、新しく入職しました西田宏彰と申しま
す。未経験で入ったので至らないところがある
とは思いますがよろしくお願いいたします。

退職 大原　海音（１月31日付）
 吉崎　郁子（１月31日付）
 中西久美子（２月４日付）
 浜野　雄大（３月31日付）
 白石　　更（３月31日付）
 香山　友路（６月20日付）
 永田　　晃（９月30日付)

入職

　栄養には人々を幸せにする力があると信じています。
日々の食事に「色の効果」を取り入れ活用する事により、
益々食生活が豊かになり、食事を楽しんで頂けるよう常
に工夫しています。例えば赤・オレンジ・黄色の明るい
色は体温も上昇すると言われており、そして明るい色と
緑を組み合わせる事により、食欲増進効果がよりアップ
出来ます。
　先日、岡山県給食施設関係者の研修会に参加させて頂
き、健康科学・疾病予防の為の講義を受講してきまし
た。その中で、早稲田大学名誉教授 柴田氏の朝食時に
おける蛋白質摂取の重要性を学び、身体の源は朝食から
始まっていると改めて思い知らされました。
　今後は更に実績を積み重ね、職員との連携を深めてい
き、利用者様の笑顔・生命と健康を栄養面からしっかり
と支える栄養士でありたいと思っております。

（栄養士　藤原　寿恵）

　今年の夏は例年にない猛暑が続き、ご家族の皆様の中
には体調を崩された方もおありではないかと拝察致しま
す。大変な暑さの中でしたが、おかげ様で利用者の皆様
は体調を崩されることなくお元気で過ごしておられます。
　さて、今年の暑さも厳しいものでした。そこで特に気
になる熱中症について少し触れてみたいと思います。熱
中症とは、高温下で体温調節がうまくいかず、めまいや
だるさ、吐き気や嘔吐が起こり重症になるとけいれんや
意識障害等に陥る状態をいいます。治療としては、涼し
い場所に移動させ、衣服をゆるめ、足をやや高くし、横
にして、スポーツドリンクや経口補水液を摂ってもらい
ます。症状が改善すれば良いですが、けいれんや高熱、
意識障害がある場合は、命に係わる危険性が有る為、直
ぐに身体を冷やす処置をしながら、一刻も早く医療機関
を受診するか、救急車の要請をします。
　しかし、一番大切なことは予防です。普段から細めな
水分補給を心がけ、外出時は日陰を歩き、帽子や日傘を
使う、家の中ではブラインド、すだれで直射日光を避け
る、扇風機やエアコン等で室温、湿度の調整をすること
を心がけます。汗をかくと体内の水分が失われる為、水
分補給は大切ですが、コーヒー、緑茶等はカフェインが
多く含まれていて利尿作用があるので適しません。ミネ
ラルを含む飲物で一番身近な飲物といえば麦茶が適して
います。
　ここ数年厳しい夏が続きますが、自分でできることか
ら予防を心がけ、来年の夏も乗り切っていただきたいと
思います。　　　　　 （看護師　久森　正子）

　ＢＣＰとはBusiness Continuity Planの略語になり
ます。難しいので事業継続化と覚えてもらえると幸いで
す。災害や感染症などが発生した際に、いつもの通りの
日常に戻れるように実施・対策をして行く委員会になり
ます。管理者、看護師、栄養士、委員会メンバーにて役
割が決まっており、皆で協力をし、利用者様の安全安心
のサポートができるように委員会の運営をさせて頂きま
す。　　　　　　　　　　　　　（委員長　徳田　真治）

　日中活動では、主に入浴やウォーキング・リサイクル
等をしています。今年度は製作活動にも力を入れてお
り、紫陽花や花火・カボチャ・コスモス等、季節感を取
り入れた壁面制作を行っています。利用者の方にも「貼
る」「切る」「折る」等、出来る作業に参加していただき、
皆で一つの作品を仕上げています。完成した作品は施設
内に飾っているので、来園した際には是非ご覧になって
下さい。　　　　　　　　　（生活支援員　渡辺　恵花）

乗馬クラブ
職員の動き

栄養 通信

ＢＣＰ委員会

日中活動

　秋晴れの下、施設のある小坂地区周辺の田んぼには稲
の穂がたわわに実り、その頭

こうべ

を垂らしています。令和の
米騒動でお米の値段がびっくりするぐらい値上がりしま
した。その中で当時の政府がやっと重い腰を上げ、減反
から増産に方針を転換しました。
　昨年の虐待事案に関連し、家族の信頼回復、職員のケ
ア、事業の継続、管理者の管理責任。この後見人並びに
ご家族様からの「声」に施設はどれだけの実をつけ、お
応えできたでしょうか。
　本年度、施設では岡山県社会福祉士会と契約し「第三
者評価」を受けることに決めました。先般、アンケー
トのご協力をお願いしご存じかと思います。「第三者評

価」では施設の支援や取り組みに対し、中立公正な団体
から評価を受け、施設の現実レベルでの達成度をつかみ
ます。及んでいないところは原因を明確にして対策を講
じ、実践することで自信につなげます。それを皆様に公
表することで、現在の取り組みや課題、進んでいる方向
についてお示しできると考えています。施設の変容を見
ていただきつつ、ご意見を賜りたく存じます。そして、
それを踏まえて皆様と「これからの話」ができたらと考
えています。ご利用者様の安心・安全と幸せのために、
職員一同、力を合わせて一歩ずつ前に進み続けてまいり
ます。

管理者あいさつ
管理者　土山英彦

健 康 通 信

金谷栄一 様（３月12日永眠）
謹んでお悔やみ申し上げます

お悔やみ




